
日本禁煙学会雑誌　第21巻第2号　2026年（令和8年）8月10日

36

2026年の世界禁煙デー、禁煙週間終了後の今年
の6月25日現在日本禁煙学会、YGC全国連絡協
議会事務局で把握し得た各県医師会、都道府県担
当部局への照会確認に基づく各県のライトアップ
実施状況は図1のマップのようになっています。未
実施は北から、秋田、山梨、沖縄ですが、個人、
民間企業単独でのライトアップは実施されていても
渉猟し得ていない場合がありますので、もしライト
アップされている場合、資料、写真などあれば（な
くても結構です）合わせて事務局までご連絡いただ
ければと思います。

2020年に福島県郡山市で開催された日本禁煙学
会学術総会を機に福島県医師会とともに、福島県、
関係団体、病院、企業の協力を得て福島県内各地
をライトアップしてから6年、YGCは急速な全国
運動へと拡がりを見せています。日本医師会は5月
31日、横浜ベイホテル東急において、GRP-YGC
委員会委員長の望月友美子先生の青少年への教育
講演、禁煙川柳コンテスト表彰式、およびライト
アップ点灯式を開催し、正面の大観覧車が夜空を
見事なイエローグリーンに染めました（図2）。禁煙
週間においては枚挙できないほど全国各地で大小
様々のライトアップが行われました（図3）。日本全
体がイエローグリーンに輝くまでもう少しです。し
かしYGCは日本をイエローグリーンの灯火で染め
ることが目的ではありません。
イエローグリーンリボン（図4）、ピンクリボンな
どのアウェアネスカラーとは社会運動に関するシン
ボルカラーの装着や、ランドマークとなる建造物や
橋梁などをシンボルカラーにライトアップしたりす
ることで、その運動への支援・賛同を示す色のこ
ととされています。
古くから多くの諸先輩、団体が、時代の変遷の

2026夏YGC（イエローグリーンキャンペーン）の報告 
『愛する人をタバコの煙から守りたい』

齊藤道也 1, 2、作田　学 3

1．YGC 全国連絡協議会 実行委員長、2．福島県医師会 副会長
3．YGC 全国連絡協議会 会長

《資　料》

2026夏YGC（イエローグリーンキャンペーン）の報告

図 1　全国イエローグリーンライトアップ地図

図2　横浜大観覧車

図3　全国のイエローグリーンライトアップ実施状況
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中でタバコ問題の深刻さに警鐘を鳴らし、問題啓
発を繰り返し粘り強く行ってまいりました。しか
し、売り手側巨大企業の豊富な資金力、利権の複
雑さ、喫煙する側の知識習得やヘルスリテラシー
の進捗が充分でないまま多くの時間が費やされてき
ました。

2006年6月日本禁煙学会が設立され、日本医師
会とともに学術活動に加え政財界民間に対する幅
広く積極的な働きかけを継続し、緩徐ながらも確
実な喫煙率低下に大きな役割を果たしてきたことは
言うまでもありません。また東京オリンピック、パ
ラリンピック開催を契機として2020年4月に改正
健康増進法が施行され、日本も世界基準の受動喫
煙対策へと一歩進みましたが、今やタバコ全体の
売り上げの46％まで伸びた新型タバコ、SNS映え
する水たばこシーシャなどの新たな問題も起き、こ
の闘いは続いています。
この間受動喫煙問題は、直接的二次喫煙から目
に見えない残留煙害としての三次喫煙が学術的エ
ビデンスとして広く認識され、身近な家族や弱者
に対して受動喫煙防止を願う『愛する人をタバコ
の煙から守りたい』という想いが、タバコを吸う方
にも届くメッセージとして、YGCの急速な拡がり

を支える原動力となりました。YGCとしてランド
マークのライトアップやリボンを身につけること、
それは素晴らしい活動ですが、ゴールではありませ
ん。
禁煙、受動喫煙対策の重要性を知らしめるア
ウェアネスカラーとして、私たちひとりひとりの心
にイエローグリーンの光をずっと灯し続けること、
そしてその光に私たちの想いを一つに、タバコ問題
の啓発活動をし続けることではないでしょうか。

YGCのさらなる拡がりへの願いを胸に、広島で
の学術集会でたくさんの方とお会いできることを楽
しみにしております。

図4　イエローグリーンリボン


